
三

、

文

化

財

・
遺

跡

保

存

運

動

の

状

況

Ａ
　
文
化
財
保
存
運
動
の
状
況
　
―
上
行
寺
東
遺
跡
を
め
ぐ

っ
て
―

伊
　
東
　
菅
円
　
昭

京
浜
急
行
金
沢
八
景
駅
を
横
須
賀

に
向

っ
て
進
む
と
、
し
ば
ら
く
し
て
右
手

車
窓
崖
面
に
鎌
倉
特
有

の
墓
制
遺
構
で
あ
る
や
ぐ
ら
群
が
み
え
る
。

こ
れ
は

『
鎌
倉
市
史
　
考
古
編

』
な
ど
で

「
六
浦
ガ
ー
ド
付
近
や
ぐ
ら
群
」
と
し
て
知

ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
今
回
、
大
き
な
騒
動
に
発
展
す
る
契
機
と

な

っ
た
の
は
、
こ
の
地
が

マ
ン
シ

ョ
ン
建
設
予
定
地
と
な
り
、
横
浜
市
か
ら
委

託
さ
れ
た
玉
川
文
化
財
研
究
所
の
調
査
に
よ

っ
て
、
従
来
か
ら
知
ら
れ
て
い
た

や
ぐ
ら
群
の
あ
る
丘
陵
上
段
で
、
さ
ら
に
新
た
な
や
ぐ
ら
群
や
建
造
物
趾
が
発

見
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
調
査
は

一
九
八
四
年
八
月

二
十
日
に
開
始
さ
れ
、
最

初
の
新
聞
報
道
が
な
さ
れ
た
の
が
九
月

一
一
日
と
い
う
。

は
じ
め

「
上
行
童

表
や
ぐ
ら
群
」
と
名
付
け
ら
れ
た
当
遺
跡
が
、
中
世
の
埋

葬
遺
跡
が
少
な

い
中

で
、
中
世
墓
制
を
解
明
す
る
上

で
も
重
要
な
も

の
と
評
価

し
た
神
奈
川
地
域
史
研
究
会

で
は

「
六
浦
ガ
ー
ド
付
近
や
ぐ
ら
群

の
保
存
を
求

め
る
要
望
書
」
を

一
九
八
五
年
二
月
二
日
の
第
二
回
総
会
で
採
択
し
、
神
奈
川
県

知
事

・
県
教
委

・
横
浜
市
長

・
市
教
委

・
市
文
化
財
審
議
会

・
市
議
会
議
長
な

ど
に
提
出
し
た
。
他
に
も
地
元
住
民
グ
ル
ー
プ
が
市
議
会
に
保
存
陳
情
書
を
提

出
し
て
い
る
。
し
か
し
、
市
議
会

で
は
、
開
発

・
一
部
保
存

に
よ
る
破
壊
が
決

定
さ
れ
、
六
月

に
は
業
者
か
ら
阿
弥
陀
像
移
設
計
画
書
が
提
出
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
中
、
六
月

一
八
日
、
当
初
よ
り
保
存

の
必
要
性
を
訴
え
て
い
た
横

浜
市
文
化
財
審
議
委
員
会

（会
長
　
山
中
裕
）
で
は
、
委
員

一
日
の
名

で
遺
跡

の
完
全
保
存
を
申
し
入
れ
て
い
る
。
ま
た
地
元
で
は
県
議
会
に
陳
情
書
を
提
出

す
る
と
共

に
、
六
月

二
三
日
に
は

「
上
行
寺
遺
跡
を
考
え
る
会
」
を
発
足
さ
せ

た
。

こ
の
他
歴
史
研
究
者
に
よ
る
要
望
書
が
文
化
庁
に
対
し
て
提
出
さ
れ
、
署

名
運
動
が
開
始
さ
れ
る
な
ど
の
動
き
が
み
ら
れ
た
が
、
こ
う
し
た
運
動
や
陳
情

書
を

一
切
無
視
し
た
と
も
言
え
る
よ
う
な
形
で
、
市
議
会
で
は
八
月

二
十
日
、

再
度
破
壊
を
決
定
し
た
。

神
奈
川
県
地
域
史
研
究
会
で
は
、
中
世
東
国
史
研
究
会
と
の
共
催
で
、
九
月

二

一
日
に

「
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
″
上
行
寺
東
遺
跡
と
中
世
の
六
浦

″
」
を
計
画
し
、

ま
た
市

に
対
し
て
文
化
財
審
議
会

の
傍
聴
と
現
地
説
明
会
を
要
望
し
た
。
と
こ

ろ
が
文
化
財
課
は
傍
聴
も
現
地
説
明
会
も
共

に
拒
否
回
答
を
示
し
た
。
そ
し
て

遂

に
文
化
財
審
議
会

の
山
中
会
長
、
岡
本
勇
副
会
長
、
三
山
進
委
員
が
辞
表
を

提
出
す
る
に
至

っ
た
。

こ
う
し
て
行
政
内
部

に
お
け
る
拠
り
所
を
失

っ
た
中

で
、　
一
一
月

二
日
、
業

者

に
よ

っ
て
上
段

の

一
〇
号

や
ぐ
ら
が

「
上
段

の
や
ぐ
ら
の
切
り
取
り
工
事

の

た
め
の
テ
ス
ト
」
と
称
し
て
、
実
際
に
切
り
取
ら
れ
破
壊
さ
れ
て
し
ま

っ
た
の

で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
上
行
寺
遺
跡
を
考
え
る
会
な
ど
か
ら
抗
議
が
な
さ
れ

る
と
共
に
、
広
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
、
上
行
寺
の
御
好
意
に
よ

っ
て
提
供

さ
れ
た
裏
山

の
自
主
発
掘
が

一
一
月
十

・
十

一
両
日
に
か
け
て
行
な
わ
れ
た
。

こ
れ
に
は
歴
史
研
究
者
ば
か
り
で
な
く
、
学
生

。
一
般
市
民
か
ら
多
数

の
参
加

者
を
得
、
問
題
の
遺
構
に
通
ず
る
参
道
と
覚
し
き
道
路
状
遺
構
が
確
認
さ
れ
た
。

以
上
、
住
民
、
学
界
諸
団
体
な
ど
に
よ
る
保
存
運
動
や
学
習
会

・
現
地
見
学

会
が
行
な
わ
れ
、
当
遺
跡

の
歴
史
的
価
値

・
現
地
保
存

の
必
要
性
な
ど
が
強
調

さ
れ
、
当
局
に
示
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
局
の
態
度
は
、
そ
れ
ら
を
理

解
し
よ
う
と
せ
ず
、　
〓
員
し
て
開
発
推
進

・
遺
跡
破
壊

の
姿
勢
を
崩
さ
ず
、
交

渉

に
当

っ
て
も
、
責
任
逃
れ
や
そ
の
場
し
の
ぎ
の
不
誠
実
な
言
辞
も
み
ら
れ
た

よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、　
一
九
八
六
年

一
月

二
四
目
神
奈
川
地
域
史
研
究
会
と

市
文
化
財
課
と
の
話
し
合

い
も
決
裂
し
た
由
で
あ
る
。

そ
の
後
も
中
世
東
国
史
研
究
会

・
歴
史
学
研
究
会
中
世
史
部
会
に
よ
る
対
市

交
渉
が
持
た
れ
た
が
、
結
局
五
月

二
六
日
か
ら

「
遺
跡
の
詳
細
な
記
録
保
存

の

一
環
」
と
し
て

「
型
取
り
」
が
始
め
ら
れ
た
。
実
物

に
ラ
テ

ッ
ク
ス

（
ゴ
ム
）

を
張
り
、
そ
の
上
か
ら
石
膏

で
固
め
て
形
状
や
質
感
ま
で
再
現
さ
せ
る
方
法
と

い
う
が
、
実
物
が
破
壊
さ
れ
る
こ
と
に
は
変
り
は
な
い
。
復
原
さ
れ
た
も

の
は
、

遺
跡
隣
接
の
丘
の
上
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
が
、
果
し
て
ど
ん
な
も

の
に
な
る
の
か
見
当
も
つ
か
な
い
。
上
行
寺
東
遺
跡
保
存
運
動
団
体
を
代
表
し

て
、
八
月
五
日
付
で

「上
行
寺
東
遺
跡
を
考
え
る
会
」
が
発
表
し
た

「上
行
寺

遺
跡
保
存
運
動
の
収
東
に
つ
い
て
」
と
い
う
文
書
の
中
で

「
わ
れ
わ
れ
の
保
存

運
動
の
理
念
で
の
勝
利
が
、
遺
跡
保
存
に
結
び
つ
か
な
か

っ
た
こ
と
の
無
念
さ
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≦
三
美
〓
百
●
表
し
よ
う
の
な

い
も

の
が
あ
る

一
と
し
な
が
ら
も
、
今
後

の
市

文
化
財
保
護

の
取
組

み

へ
の
期
待
を
表
明
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
報
告
後

現
在
に
至
る
ま
で
、
市

で
文
化
財
保
護
条
例
が
出
さ
れ
た
と
い
う
話
は
聞
か
な

い
し
、
や
は
り
京
急
金
沢
八
景
駅
の
新
ホ
ー
ム
建
設
に
伴

い
、
四
百
年

の
歴
史

を
有
す
る
茅
葺
屋
敷

の
撤
去

の
話
が
持
ち
上
が

っ
て
も

い
る
と
い
う
。
市
内
ば

か
り
で
な
く
、
静
岡
県

の

「
一
の
谷
遺
跡
」
も
、
そ
の
歴
史
的
価
値
に
も
か
か

わ
ら
ず
全
面
保
存
は
不
可
能
と
な

っ
た
と
い
う
。
文
化
財
保
護

の
問
題
は
、
行

政

や
現
実
問
題
と
絡
ん
で
難
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
さ
せ
ら
れ
た
昨

今
で
あ
る
。

あ
の
上
行
寺
遺
跡
は
も
は
や
存
在
し
な
い
。
夕
日
が
阿
弥
陀
像

の
う
し
ろ
に

沈
む
荘
厳
な
情
景

こ
そ
見
て
な
い
が
、
報
告
者
も
歴
教
協

の
フ
ィ
ー
ル
ド

・
ワ

ー
ク
な
ど
で
何
度
か
足
を
運
び
、
周
囲
の
景
観
を
眺
め
、
当
時
の
情
況
に
思

い

を
馳
せ
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
聖
域

・
ア
ジ
ー
ル
と
し
て
の
場
は
永
久
に

経
験
で
き
な

い
も
の
と
な

っ
て
し
ま

っ
た
。

尚
、
当
日
の
報
告
に
は
、
上
行
寺
東
遺
跡
を
考
え
る
会
編
集

『
中
世
の
六
浦

と
上
行
寺
東
遺
跡

』
『
同

「
＞
刀
↓
Ⅱ

』
、

「
特
集
　
神
奈
川
六
浦
と
上
行
寺
東

遺
跡
」

（月
刊

『
歴
史
手
帖

』

一
九
八
六
年
三
月
号
所
収
）

『
神
奈
川
県
史
研

究

』
第
二

・
四
合
併
号
を
参
照
し
、
配
布
資
料
に
は
手
元
の
関
連
新
聞
記
事
と
、

主
に
神
奈
川
県
歴
教
協
横
浜
高
校
部
会
発
行

の

『
月
報

』
な
ど
を
使
用
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
そ
し
て
、
報
告
後
半
年
以
上
経

っ
た
。
成
稿
に
あ
た

っ
て
は
、

『
神
奈
川
地
域
史
研
究

』
第
五
号
所
載
の
神
奈
川
地
域
史
研
究
会
に
よ
る
運
動

総
括
文
、

『
日
本
史
研
究

』

一
九
八
七
年

一
・
四

・
五
月
各
号

の

「
山
城
国

一

揆
五
百
年
」

の
視
点
か
ら
の
評
価
を
め
ぐ
る
意
見
交
換
、
『
歴
史
学
研
究
月
報

』

第
三
二
七
、
三
二
八
、
三
三
二
、
の

「
一
の
谷
遺
跡
」
に
関
す
る
記
事
を
参
照

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
　
２

九
八
七

・
八

・
一
七
記
）


